
特
集 孤独・孤立対策に向けた
地域ぐるみにおける取り組みの強化
 解説  内閣府  孤独・孤立対策推進室
 インフォメーション  全国民生委員児童委員連合会事務局

●〈実践事例紹介〉なりて確保と定着に向けた取り組みを考える 第3回

担い手不足解消（通称・ＮＢＫ）チームの推進
ＮＢＫチーム（滋賀県大津市）

● 全民児連NEWS

「民生委員・児童委員ＬＩＮＥスタンプ」を販売！
令和6年5月10日に販売を開始しました

● 知っておきたいハラスメント

ハラスメントによる人権侵害②

支えあう 住みよい社会 地域から

民生委員・児童委員の
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
本
号
で

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
孤
独
・
孤

立
対
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み
等
を
中

心
に
、
前
回
号
に
さ
ら
な
る
解
説
を
加

え
ま
し
た
。

法
施
行
ま
で
の
背
景

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
す
す
む

な
か
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
定
着
し
て
い
た
終
身
雇
用
、
年
功
賃

金
や
新
卒
一
括
採
用
に
基
づ
く
日
本
型

雇
用
慣
行
が
変
化
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
・
派
遣
労

働
者
と
い
っ
た
非
正
規
雇
用
労
働
者
が

増
加
す
る
な
ど
、
雇
用
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
う
情
報
通
信

社
会
の
急
速
な
進
展
等
に
よ
り
、
国
民

の
生
活
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
急

速
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、

未
婚
化
・
晩
婚
化
、
こ
れ
ら
を
背
景
と

は
じ
め
に

　
令
和
5（
2
0
2
3
）
年
11
月
号
の

機
関
紙『
ひ
ろ
ば
』
に
お
い
て
、
わ
が

国
の
孤
独
・
孤
立
に
関
す
る
現
状
と
課

題
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
の
概
要

お
よ
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、

民
生
委
員
）に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
政
府
に
お
け
る
孤
独
・

孤
立
対
策
は
着
実
に
進
展
を
見
せ
て
お

り
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法（
以
下
、

法
）
が
施
行
さ
れ
た
令
和
6（
2

 

0

 
2
 

4
）年
度
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
発

展
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま

す
。
国
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
さ

ら
な
る
取
り
組
み
の
進
展
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、

孤
独
・
孤
立
対
策
の
視
点
が
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
が
目
に
見
え
る
よ
う
、
政
府

を
あ
げ
て
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

特 集

的に行ってきましたが、今後は、こうした動きと連
携して、一層幅広い主体とともに「地域ぐるみ」で
孤独・孤立を防いでいくことが求められます。
　本特集では、政府や地方公共団体がすすめてい
る具体的な取り組み等を紹介するとともに、孤独・
孤立対策において、民生委員の活動に期待される
役割等を解説します。

　令和6（2024）年4月1日、「孤独・孤立対策推進
法」が施行され、地域の多様な関係団体による支援
や組織間の連携、官民連携の取り組みがすすめら
れています。
　民生委員・児童委員（以下、民生委員）は、これま
でも地域における見守りや支え合い等の取り組み
をとおして、孤独・孤立対策につながる活動を日常

内
閣
府
　
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
室

地域ぐるみにおける
取り組みの強化

対策に向けた・孤独 孤立

解
　
説

地
域
ぐ
る
み
で
の 

孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
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ま
し
た
。

　
法
の
施
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
内
閣

官
房
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
、
孤

独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
事
務
は
、
内

閣
府
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
内

閣
府
に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と

す
る「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
」が
、

新
た
な
対
策
の
司
令
塔
と
し
て
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
内
閣
府
に
お

い
て
、
法
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
本
格

的
な
孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

孤
独・孤
立
対
策
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て

　
法
は
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
施

策
と
し
て
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関

す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
や
多
様
な
主

体
の
自
主
的
活
動
に
資
す
る
啓
発
」、

「
相
談
支
援
の
推
進
」、「
当
事
者
等
へ

の
支
援
を
行
う
人
材
の
確
保
・
養
成
・

資
質
向
上
」、「
地
方
公
共
団
体
及
び
当

事
者
等
へ
の
支
援
を
行
う
者
に
対
す
る

支
援
」等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
法
律
に
規
定
す
る
事
項
に

資
す
る
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、
私

た
ち
推
進
室
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
5
月
は
、「
孤
独
・
孤
立

し
た
単
身
世
帯
や
単
身
高
齢
者
の
増
加

と
い
っ
た
社
会
環
境
の
劇
的
な
変
化
が

す
す
み
、
地
域
社
会
を
支
え
る
地
縁
・

血
縁
と
い
っ
た
人
と
人
と
の
関
係
性
や

「
つ
な
が
り
」
は
希
薄
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
そ
の

影
響
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

社
会
に
内
在
し
て
い
た
孤
独
・
孤
立
の

問
題
が
顕
在
化
・
深
刻
化
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
顕
在
化
・
深
刻
化
す

る
孤
独
・
孤
立
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
3（
2
0
2
1
）
年
2
月
、

孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣
が
指
名
さ

れ
、
同
時
に
、
内
閣
官
房
に
担
当
室
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
降
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
孤

独
・
孤
立
対
策
の
視
点
を
入
れ
て
対
策

を
す
す
め
て
い
く
観
点
か
ら
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
、
対
策
を
一

過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
今
後
も
安
定
的
・
継
続
的
に
孤

独
・
孤
立
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
法

が
制
定
さ
れ
る
に
至
り
、
令
和
6
年
4

月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

対
策
強
化
月
間
」と
し
て
集
中
的
な
広

報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
孤
独
・
孤
立
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯

9
9
9
9
」
と
し
て
、
統
一
的
な
相
談

窓
口
体
制
の
整
備
に
関
す
る
試
行
実
施

を
複
数
回
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
ほ

か
、
各
地
域
に
お
い
て
、
孤
独
・
孤
立

を
抱
え
る
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
立

場
に
な
り
う
る
一
般
層
を 

広
く
対
象

と
す
る「
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
養

成
事
業
の
本
格
実
施
に
向
け
た
検
討
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
交
付

金
を
今
年
度
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、

地
方
公
共
団
体
及
び
当
事
者
等
へ
の
支

援
を
行
う
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

安
定
的
・
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

孤
独・孤
立
の
状
態
に
あ
る
者
の

実
態
と
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

　
政
府
が
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
、

孤
独
・
孤
立
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査

に
お
い
て
は
、
孤
独
感
が「
決
し
て
な

い
」と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
約
2
割

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
約
8
割
の
人
に

は
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
孤
独

感
が
あ
る
こ
と
、
孤
独
感
に
強
い
影
響

を
与
え
た
と
思
う
出
来
事
と
し
て
は
、

た
と
え
ば
、「
家
族
と
の
死
別
」、
病
気

や
怪
我
等
の「
心
身
の
重
大
な
ト
ラ
ブ

ル
」、「
一
人
暮
ら
し
」
な
ど
、
誰
も
が

経
験
し
う
る
も
の
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
孤
独
の
問
題
は
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
る

と
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
孤
独
・
孤

立
の
問
題
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
は
、
次
頁
の
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

「
具
体
的
に
生
じ
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
緊
急
対
応（
相
談
支
援
体
制

等
）」（
ア
プ
ロ
ー
チ
❸ 

※
図
参
照
）

の
み
な
ら
ず
、「
日
常
生
活
環
境（
地

域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
環
境
）に
お

け
る
対
応
」（
ア
プ
ロ
ー
チ
❶ 

※
図
参

照
）、
さ
ら
に
、「
つ
な
が
り
続
け
る
こ

と
」（
ア
プ
ロ
ー
チ
❷ 

※
図
参
照
）
が
、

孤
独
・
孤
立
の
予
防
や
早
期
対
応
の
観

点
か
ら
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
❸
や
ア
プ

ロ
ー
チ
❷
の
領
域
を
担
う
主
体
と
し
て

は
、
国
の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、
官
・

民
・
N
P
O
等
の
幅
広
い
主
体
が
水
平

的
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
で
各
種
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
姿

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

特集 対策に向けた地域ぐるみにおける取り組みの強化・孤独 孤立
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市
15
団
体
、
政
令
指
定
都
市
を
除
く
市

区
町
村
25
団
体
の
合
計
40
団
体
が
地
方

版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
そ
の
な
か
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
民
生
委

員
が
取
り
組
み
に
参
画
す
る
か
た
ち
で
、

事
業
を
推
進
し
て
い
る
事
例
も
複
数
あ

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
先
進
的
に
取
り
組
み
を
す

す
め
る
地
方
公
共
団
体
の
事
例
の
他
領

域
へ
の
普
及
を
図
る
な
ど
、
全
国
的
な

取
り
組
み
の
推
進
を
後
押
し
し
て
い
く

こ
と
が
国
の
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
に

期
待
す
る
こ
と

　
今
後
、
単
身
世
帯
や
単
身
高
齢
者
世

帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
孤
独
・
孤
立

の
問
題
の
更
な
る
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
社
会
に
内
在
す
る
孤
独
・
孤

立
の
問
題
に
対
し
て
は
、
政
府
と
し
て

引
き
続
き
必
要
な
施
策
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
孤
独
・
孤

立
に
悩
む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
社
会
」、「
相
互
に
支
え
合
い
、
人
と

人
と
の「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
る
社

会
」を
め
ざ
し
て
、
多
様
な
主
体
の
連

携
の
も
と
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ

の
き
め
細
か
く
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、

今
後
と
も
政
府
一
丸
と
な
っ
て
孤
独
・

孤
立
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
地
域
の
実
状
を
よ
く
知

る
民
生
委
員
の
皆
さ
ま
は
、
地
域
に
お

け
る
孤
独
・
孤
立
対
策
を
推
進
す
る
う

え
で
、
重
要
な
存
在
で
す
。

　
本
機
関
紙
の
読
者
の
方
々
、
つ
ま
り

民
生
委
員
の
皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地

域
に
お
い
て
も
、
法
の
施
行
を
受
け
、

地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
議
論
が
始
ま
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

　
今
後
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
地

方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、
当
該
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
画
の
相
談
や

依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、
民
生
委
員
の

皆
さ
ま
の
日
頃
か
ら
の
活
動
を
通
じ
た

孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進
の
観
点
か
ら
、

地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
積
極
的
な
参
画

を
検
討
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
へ
の
い
っ
そ
う
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
法
で
は
、
関
係
者
の
協

議
の
促
進
等
が
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ

れ
て
お
り
、
今
後
は
、
全

国
的
に
こ
の
地
方
版
官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
仕
組
み
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
孤
独
・

孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
場
を
通
じ
て
、

多
様
な
主
体
が
対
等
な
立

場
で
水
平
型
に
連
携
し
、

情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、

日
常
の
様
々
な
分
野
に
お

け
る
緩
や
か
な「
つ
な
が
り
」
を
築
け

る
よ
う
な
多
様
な
各
種
の「
居
場
所
」

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
政
府
が
実
施
し
て
き
た

モ
デ
ル
事
業
に
お
い
て
は
、
令
和
4

（
2
0
2
2
）
年
度
と
令
和
5
年
度
の

2
年
間
で
、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都

地
域
ぐ
る
み
で
行
う

孤
独・孤
立
対
策
の
展
望

　
こ
の
よ
う
に
、
官
・
民
・
N
P
O
等

の
幅
広
い
主
体
が
水
平
的
に
連
携
を
図

る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
令
和
5
年

11
月
号
の
機
関
紙『
ひ
ろ
ば
』
に
お
い

て
紹
介
し
た「
地
方
版
孤
独
・
孤
立
対

図「孤独・孤立」問題とアプローチ

問題

取組

発生リスクが高まる

日常生活環境緊急対応

具体的に
起こる
問題

望まない
孤独

社会的
孤立

アプローチ❶
（日常生活環境における対応）

つながり、包摂
（ex. 居場所、まちづくり）

アプローチ❷
（つながり続けること）
リスク減、早期対応
（ex. ケース共有）

アプローチ❸
（課題解決型の支援）

直接支援
（ex. 相談、保護）

一定の専門性を
要する支援

必ずしも専門性を
要しない支援

（内閣府 孤独・孤立対策推進室資料）
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ら
も
、
地
域
住
民
等
が
支
え
合
い
、
一

人
一
人
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域

を
と
も
に
創
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
動
き
に
加
え
、
孤
独
・
孤
立
対
策

は
社
会
全
体
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
と
し
て
厚
生
労
働
省
と
内
閣

府
と
が
一
体
と
な
っ
て
施
策
を
す
す
め

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
と
影

響
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

継
続
的
な
広
報・啓
発
活
動
に
向
け
て

　
孤
独
・
孤
立
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
へ
の
対
応
は
、
す
で
に
民

生
委
員
が
日
常
の
活
動
の
な
か
で
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
の

重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
よ
る
民

生
委
員
活
動
の
円
滑
化
と
と
も
に
、
孤

独
・
孤
立
対
策
に
お
け
る
当
事
者
支
援

の
担
い
て
で
も
あ
る
民
生
委
員
の
活
動

環
境
の
整
備
に
対
す
る
国
や
自
治
体
の

責
任
と
役
割
は
重
要
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
広

報
・
啓
発
と
と
も
に
、
民
生
委
員
活
動

の
理
解
促
進
に
向
け
た
継
続
的
な
P
R

活
動
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
い
え
ま
す
。

　
本
年
5
月
の「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日 

活
動
強
化
週
間
」
で
は
、
既

報（
※
）
の
と
お
り
、
孤
独
・
孤
立
対

策
の
推
進
に
関
す
る
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
一
体
的
な
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
周
知
の
た
め
の
取
り
組
み
強
化
を

推
進
し
ま
し
た
。

（
※
）令
和
6
年
4
月
25
日
付
全
社
民
発
第
14
号

　
こ
れ
ま
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
以
下
、
民
生
委
員
）
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
日
常
的
に
身
近

な
地
域
に
お
け
る
見
守
り
や
助
け
合
い

等
の
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各

種
の
相
談
支
援
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
活
動
と
も

連
携
・
協
働
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
が
す
す

む
な
か
、
災
害
時
の
支
援
や
復
旧
・
復

興
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
日
ご
ろ
か

ら
の
支
え
合
い
活
動
や
福
祉
関
係
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
今
般
の
取
り
組
み
の
推
進
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
民
生
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
一
体

的
に
孤
独
・
孤
立
対
策
へ
の
取
り
組
み

を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
報
・
啓
発
活
動
や
支
援
活
動
の
展
開

を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

既
存
施
策
に
盛
り
込
ま
れ
る

孤
独・孤
立
対
策
の
視
点

　
本
特
集
の
解
説
で
は
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
視

点
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
目
に
み
え

る
よ
う
政
府
を
あ
げ
て
、
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
か
ら
内
閣
官
房
の
孤
独
・
孤
立
対

策
に
関
す
る
事
務
が
内
閣
府
に
移
管
さ

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
」が
立
ち

上
が
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
す
。

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、

人
々
が
様
々
な
生
活
課
題
を
抱
え
な
が

『ひろば』を活用して、単位民児協の定例
会などで民生委員・児童委員としての学
びを深めましょう。

❶	これまでの取り組みを振り返り、地
域における孤独・孤立に起因する地
域の課題を再確認しましょう。

定例会で話しあってみよう

❷	地域ぐるみの孤独・孤立対策推進
にあたり、連携・協働先との役割、
つなぎ先の確認など、事前に関係
機関等を交えた協議をしておきま
しょう。

❸	地方版孤独・孤立対策官民プラッ
トフォームなどの連携・協働に向
けた行政の動向の把握と必要に応
じた働きかけを行ってみましょう。

特集

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
事
務
局

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

地
域
住
民
へ
の
さ
ら
な
る
啓
発
活
動
に
向
け
て

対策に向けた地域ぐるみにおける取り組みの強化・孤独 孤立
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担
い
手
不
足
解
消

（
通
称
・
Ｎ
Ｂ
Ｋ
）チ
ー
ム
始
動
の
経
緯

大
津
市
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童
委

員（
以
下
、民
生
委
員
）の
現
状
と
し
て
、

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度
は
、定
数
に
対

し
て
３
人
の
欠
員
状
況
で
し
た
が
、令
和

４（
２
０
２
２
）年
の
一
斉
改
選
時
に
は
13

人
も
の
欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
へ
の
危
機
感
や
、地
域
の
な
か
で

新
た
な
民
生
委
員
を
確
保
す
る
難
し
さ
等

を
痛
感
し
、地
区
民
児
協
会
長
間
で
、担
い

手（
以
下
、な
り
て
）不
足
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
の
必
要
性
が
重
要
な
課
題
と

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る
前
に
、ま
ず
は
な
り
て
不
足
の
要
因

に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、新
任
委
員
、再
任
委

員
、地
区
民
協
会
長
に
対
し
て
異
な
る
内

容
を
伺
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
見
え

る
課
題
等
を
把
握
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

令
和
５（
２
０
２
３
）年
４
月
、こ
れ
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、次
期（
令

和
７
年
）一
斉
改
選
に
向
け
た
な
り
て
確

保
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
す
る「
担
い
手
不
足
解
消（
通
称
・

Ｎ
Ｂ
Ｋ
）チ
ー
ム
」（
以
下
、本
チ
ー
ム
）が

始
動
し
ま
し
た
。

本
チ
ー
ム
の
概
要

本
チ
ー
ム
は
、大
津
市
民
児
連
正
副
会

長
、大
津
市
内
７
ブ
ロ
ッ
ク（
市
内
全
36

地
区
民
児
協
あ
り
）の
民
児
協
代
表
者
、大

津
市
役
所
福
祉
政
策
課（
以
下
、行
政
）、

民
児
連
事
務
局（
大
津
市
社
協
）（
以
下
、

事
務
局
）で
構
成
し
、計
16
名
が
参
画
し
、

月
１
回
の
民
児
協
会
長
定
例
会
後
の
時
間

を
活
用
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
等
の
実

施
に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、本
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
大
津
市
民

児
連
会
長
で
は
な
く
、７
ブ
ロ
ッ
ク
の
各

代
表
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
１
名
が
担

い
、構
成
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
体
と
な
っ

て
議
論
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

民
児
協
の
代
表
者
と
行
政
、事
務
局
の
３

者
が
一
丸
と
な
っ
て
運
営
す
る
点
に
本

チ
ー
ム
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み（
５
つ
の
事
項
）

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
え
る

課
題
等
に
対
し
て
、次
期
一
斉
改
選
に
向

け
て
具
体
的
に
取
り
組
む
事
項
を
次
の
５

点
に
整
理
し
ま
し
た
。

❶�

活
動
内
容
・
量
へ
の
負
担
感
➡
行
政
等

か
ら
の
依
頼
業
務
を
整
理

❷�

活
動
が
大
変
・
難
し
そ
う
と
い
う
印
象

➡
民
生
委
員
の
役
割
や
業
務
を
可
視
化

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

❸�「
仲
間
が
増
え
た
」と
い
う
や
り
が
い
や
、

「
福
祉
制
度
へ
の
理
解
の
深
ま
り
」と

い
っ
た
力
量
の
向
上
➡
36
地
区
民
児
協

か
ら
民
生
委
員
の
取
り
組
み
の
好
事
例

を
収
集
・
整
理

❹�

新
任
候
補
者
へ
の
民
生
委
員
の
や
り
が

い
の
周
知
強
化
➡
や
り
が
い
・
魅
力
を

伝
え
る
チ
ラ
シ
の
作
成

❺�

自
治
会
長
の
交
代
等
、年
度
を
ま
た
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
選
任
に
関
す
る

取
り
組
み
の
課
題（
新
任
候
補
者
探
し

等
の
引
き
継
ぎ
）➡
年
度
内
に
選
任
を

終
え
る
よ
う
、従
来
よ
り
も
早
期
に
実

施
今
後
の
展
望

今
後
、５
つ
の
取
り
組
み
を
標
準
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、市
内
で
共
有
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

同
じ
市
で
も
地
区
が
異
な
る
と
課
題
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、地
区
ご
と
に
実
状

に
合
っ
た
取
り
組
み
等
の
検
討
が
必
要
で

す
。ま

た
、行
政
か
ら
は
、本
チ
ー
ム
を
通
じ

て
民
生
委
員
や
地
域
の
関
係
者
と
の
関
係

が
深
ま
り
、地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
考

え
を
多
く
知
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
。

次
期
一
斉
改
選
で
今
回
の
取
り
組
み
の

効
果
が
出
る
よ
う
、引
き
続
き
、民
児
協

（
民
生
委
員
）、行
政
、社
協
等
の
関
係
者

が
一
体
と
な
り
、な
り
て
の
課
題
に
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

担
い
手
不
足
解
消

（
通
称
・Ｎ
Ｂ
Ｋ
）チ
ー
ム
の
推
進

な
り
て

第3回

実践事例紹介

に
向
け
た

と

　
取
り
組
み
を
考
え
る

定
着

確
保

Ｎ
Ｂ
Ｋ
チ
ー
ム（
滋
賀
県
大
津
市
）
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全
民
児
連
で
は
、５
月
12
日
の「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」に
向
け
て
、５
月
10
日

に「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
」の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、広
く
一
般
に
浸
透
し
て
い
る

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を

活
用
し
、日
ご
ろ
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
以
下
、民
生
委
員
）同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
民
生
委
員
の
認
知
度
向

上
を
図
る
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
で
す
。

こ
の
ス
タ
ン
プ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
民

児
連
Ｐ
Ｒ
動
画「
あ
な
た
の
ま
ち
に
も
編
」

に
登
場
し
て
い
る
、民
生
委
員
、主
任
児
童
委

員
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
お
り
、「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」と

い
っ
た
挨
拶
や
、「
情
報
共
有
で
す
」な
ど
の
、

日
常
の
委
員
活
動
で
使
い
や
す
い
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
単
位
民
児
協
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
効
率
化
を

図
る
う
え
で
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ア
プ
リ
の
活
用
も
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
」

 

を
販
売
！

全民児連

NEWS

民生委員・児童委員ＬＩＮＥ
スタンプが福祉新聞、
ＹＡＨＯＯ！ニュースに
掲載されました！

購入用
二次元コード

購
入
方
法
を
動
画
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

※�

ご
使
用
の
機
種
に
よ
っ
て
操
作
方
法
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

LINEスタンプ購入手順動画
（アンドロイド版）

インターネットで「民生委員・児童委員 
ＬＩＮＥスタンプ」を検索

「民生委員・児童委員
ＬＩＮＥスタンプ」の
購入二次元コードを
読み取る 

�全民児連ホームページから 
購入ページに移動

インターネット
で検索1

購入方法を
選択3

完了4

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
詳
細

・
販
売
個
数
：
24
種

・
価
格
：
50
コ
イ
ン

	

【
１
２
０
円（
変
動
有
）】

※�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
の
携
帯
で
は
、
購
入

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
購
入
方
法

ご
購
入
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

か
ら
と
な
り
、次
の
３
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

全民児連
ホームページ1

お知らせページ
から検索2

方法

１

方法

２
方法

３

LINESTOREで
「購入する」を
選択

2

『福祉新聞』令和6年5月28日火曜日
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お知らせ

知っておきたいハラスメント

民
鏡

平
井
　
庸
元

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

民
生
部
長
・
本
紙
編
集
委
員

▼「
孤
独
・
孤
立
に
悩
む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
社
会
」、「
相
互
に
支
え
合
い
、人
と

人
と
の『
つ
な
が
り
』が
生
ま
れ
る
社
会
」を
め

ざ
す
と
す
る「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」が
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
▼
国
は
、孤
独
・
孤

立
に
つ
い
て
の
理
解
・
意
識
や
機
運
を
社
会
全

体
で
高
め
て
い
く
た
め
、毎
年
５
月
を
強
化
月

間
と
定
め
、集
中
的
な
取
り
組
み
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
▼
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
、全
民
児

連
で
も
、今
年
度
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
活
動
強
化
週
間
と
あ
わ
せ
、老
人
ク
ラ
ブ
、社

会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
孤
独
・
孤
立
対
策
へ

の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
▼
孤
独
・

孤
立
の
状
態
に
陥
る
こ
と
は
、誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
こ
と
で
す
。
少
し
前
で
す
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
調
査
に
よ
れ
ば
、家
族
以
外
と
の
付
き
合
い

が
ほ
と
ん
ど
な
い「
孤
独
・
孤
立
」の
状
態
に
あ

る
人
の
割
合
は
、先
進
国
の
中
で
日
本
が
最
も

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
▼
孤
独
・
孤
立

の
問
題
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
体
制
づ
く

り
に
向
け
て
、本
号
の
特
集
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

ハラスメントによる人権侵害②

ハラスメントが起きやすい組織体制
今、「ハラスメント」は毎日のように

報道されている深刻な人権問題です。
ハラスメントは単なる個人間のトラブル
ではなく、さまざまな分野の組織的な
背景に起因して発生している事象です。
では、「ハラスメント」はどのような組
織体制下で発生しているのでしょうか。
今回は一般的な組織体（企業等）を参
考に、多くのハラスメント事例に共通す
る「組織体制や風土」にかかる要因を
紹介します。

（１）��トップの「ハラスメント禁止方針」
が不明確であること
法令により、使用者には「ハラスメ
ント防止措置」を実施する責務が定め
られている。
①方針の明確化と周知徹底、②相談
体制などの整備、③事後の迅速で適切
な対応などが必要である。

（２）「性別役割分業意識」が根強いこと
たとえば、女性は補助的な業務に限

定され、管理職登用が少ないなど、男
性上位の固定観念が強い職場は、セク
ハラやマタハラが発生しやすい傾向に
ある。

（３）「世代間ギャップ」への認識不足
世代間で生じる価値観の違いについ

ての相互の理解や寛容性がなく、ベテ
ランの立場にある人の“ごり押し”と
“同調圧力”が壁となる。
（４）��「個人と多様性を尊重する人権意

識」が乏しい風土
「個人の尊厳」と「一人ひとり違って
いて当たり前」という認識と寛容性が
大事である。

（５）��リーダーのハラスメント理解不足
による「指導力の萎縮」

� とくに、「パワハラ」と「指導・教育」
との線引きが極めて重要なポイントで

ある。
（６）組織内の「コミュニケーション」不全
たとえば、「笑顔・挨拶・褒める・

感謝」等を意識したコミュニケーショ
ンを図ることで、組織内のメンバー同
士の心が通い合ったり、思いや考えを
共有することにつながる。

≪�ハラスメントと思う言動を受けた・
見た場合はどうするか（例）≫

●自身がハラスメントを受けた場合
①何をされたのかを記録（5w1h）
いつどこで誰に、どのようなこと

を受けたのかを記録する（メモや録
音等）。
②同僚等に相談する。
③組織の相談窓口等に相談する。

●周囲でハラスメントを見かけた場合
①�見て見ぬふりをせず、組織の相談
窓口等に状況を伝える。
②見聞きした内容を記録しておく。

全民児連は、⺠児協活動のあり⽅や組織強化を検
討するうえでの基礎資料として、「市区町村民生委
員児童委員協議会 活動実態調査 2023 報告書」
をとりまとめました。
詳しくは、全民児連の民生委員・児童委員専用ペ
ージ（mj ASSIST）の「 5.民生委員・児
童委員活動に関する調査報告書等」か
らご確認ください。

東京都福祉人材センター 登録派遣講師　小嶋 洋昭 氏

全国民生委員児童委員連合会のホームページ	 全民児連  で検索
全国民生委員互助共励事業のホームページ	 互助共励  で検索

☆	民生委員・児童委員専用ページ
をご覧いただくためには、次の
パスワードを入力してください。
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